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プログラム 11月19日（日）

第1会場 5F エミネンスホール（ハイブリッド開催）

9:25～10:25 特別講演2
座長：髙森 建二（順天堂大浦安病院）

SL2 Chronic Itch and Its Management：Are We Yet There?
Gil Yosipovitch（Miami Itch Center Dr Phillip Frost Department of Dermatology Miller

School of Medicine Miami, FL）

10:35～11:35 招待講演4
座長：秋山 真志（名古屋大）

IL4 人工血液製剤の現状と展望
木下 学（防衛医大免疫・微生物学）

11:45～12:45 ランチョンセミナー9
【アトピー性皮膚炎治療の新時代～治療ゴール達成に向けた治療戦略～】

座長：山中 恵一（三重大）
大塚 篤司（近畿大）

LS9-1 アトピー性皮膚炎患者さんの新たな道を切り拓く～皮疹ゼロ・かゆみゼロの重要性を
踏まえたこれからの治療～
茂木 精一郎（群馬大）

LS9-2 アトピー性皮膚炎の治療ゴール達成を目指した治療戦略
中原 剛士（九州大）

共催：アッヴィ合同会社

13:00～14:00 特別講演3
座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

SL3 国内医療が抱える問題と今後―とくに皮膚科医療について―
松本 吉郎（日本医師会会長）

14:10～15:10 共通講習【共通講習・医療倫理】
座長：樋口 哲也（東邦大医療センター佐倉病院）

共通 インフォームド・コンセントの匠を目指して
古田 淳一（筑波大医療情報マネジメント）

15:10～15:20 閉会式
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第2会場 5F コンコードボールルームC（ハイブリッド開催）

8:15～9:15 モーニングセミナー1【患者の将来を見据えた乾癬および掌蹠膿疱症診療】
座長：川田 暁（近畿大名誉教授、寺田萬寿病院）

谷崎 英昭（関西医大）

MS1-1 グセルクマブ 8週投与間隔を活かした乾癬治療
岩田 浩明（岐阜大）

MS1-2 掌蹠膿疱症における生物学的製剤の果たす役割～患者の将来を見据えた診療～
杉浦 一充（藤田医大）

共催：大鵬薬品工業株式会社/ヤンセンファーマ株式会社

9:25～10:25 教育講演9【自己炎症性疾患を見逃さないために！】
座長：山本 俊幸（福島県立医大）

杉浦 一充（藤田医大）

EL9-1 蕁麻疹とCAPS、Schnitzler 症候群
神戸 直智（京都大）

EL9-2 Sweet 病と VEXAS症候群
金澤 伸雄（兵庫医大）

10:35～11:35 教育講演11【白斑を極める】
座長：鈴木 民夫（山形大）

川上 民裕（東北医科薬科大）

EL11-1 先天性色素脱失症の見分け方
河野 通浩（秋田大）

EL11-2 尋常性白斑治療の適応とコツ
種村 篤（大阪大）

11:45～12:45 ランチョンセミナー10
【機器を用いた紫外線療法～クリニック診療における私たちの経験～】

座長：朝比奈 昭彦（東京慈恵会医大）

LS10-1 XTRACⓇのクリニックへの導入：経営的な観点から
伊東 秀記（立川皮膚科クリニック 東京都立川市）

LS10-2 紫外線治療器を使い倒そう！
横川 真紀（横川ひふ科クリニック 高知県高知市）

共催：株式会社ジェイメック
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13:00～15:00 シンポジウム8【水疱症の最近の話題】
座長：佐山 浩二（愛媛大名誉教授、河原学園河原医療大学校）

石井 文人（久留米大）

SY8-1 類天疱瘡における水疱形成機序―補体依存性経路と補体非依存性経路―
泉 健太郎（北海道大）

SY8-2 Antiplakin dermatosis
大磯 直毅（近畿大奈良病院）

SY8-3 バンコマイシン誘発性線状 IgA水疱性皮膚症
吉田 憲司（東邦大）

SY8-4 顆粒状C3皮膚症（Granular C3 dermatosis）
鶴田 大輔（大阪公立大）

第3会場 5F コンコードボールルームB（ハイブリッド開催）

8:15～9:15 モーニングセミナー2
【AD治療の広がる長期寛解維持～バリア機能改善の新たな可能性～】

座長：常深 祐一郎（埼玉医大）

MS2-1 アトピー性皮膚炎における皮膚バリア機能の重要性と長期寛解維持の道しるべ
乃村 俊史（筑波大）

MS2-2 アトピー性皮膚炎の長期寛解維持～その意義と方法～
片岡 葉子（大阪はびきの医療センター）

共催：サノフィ株式会社

9:25～11:25 シンポジウム6【新生児、幼児の皮膚疾患】
座長：馬場 直子（神奈川県立こども医療センター）

鑑 慎司（関東中央病院）

SY6-1 胎児皮膚の成熟プロセスと早産児の皮膚ケアの限界
山田 恭聖（愛知医大病院周産期母子医療センター）

SY6-2 乳児血管腫の診療はDON’T wait and see：レーザーか、内服か、併用か
中捨 克輝（国立病院機構埼玉病院）

SY6-3 皮膚科で診る小児の症候群～他科との連携
馬場 直子（神奈川県立こども医療センター）

SY6-4 皮膚疾患に関わる人に必須の遺伝カウンセリング―何から手をつけていいかわからな
い人のために
堺 則康（東京医大）
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11:45～12:45 ランチョンセミナー11【Acne is Inflammatory Disease】
座長：林 伸和（虎の門病院）

宮地 良樹（京都大名誉教授/静岡社会健康医学大学院大）

LS11-1 痤瘡とアクネ菌の、ぜんぜん普通じゃない関係
出来尾 格（東京慈恵会医大）

LS11-2 初診が大事！炎症を制するものがニキビを制す
高橋 英俊（高木皮膚科診療所 北海道帯広市）

共催：サンファーマ株式会社

13:00～14:00 教育講演13
座長：藤本 学（大阪大）

EL13 皮膚疾患のクロノロジー
大原 國章（赤坂虎の門クリニック）

第4会場 5F コンコードボールルームA（ハイブリッド開催）

8:15～9:15 モーニングセミナー3
【皮膚疾患の痒みを紐解く～病態メカニズムと治療のポイント～】

座長：猪又 直子（昭和大）

MS3-1 アトピー性皮膚炎を中心とした皮膚における痒みのメカニズム
冨永 光俊（順天堂大環境医学研究所/順天堂かゆみ研究センター）

MS3-2 日常診療で役立つ皮膚アレルギー疾患 Up To Date～特に手から始まる皮膚アレル
ギー疾患について～
矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院総合アレルギー科）

共催：田辺三菱製薬株式会社/帝國製薬株式会社

9:25～10:25 教育講演10【メラノーマの対応】
座長：宇原 久（札幌医大）

山﨑 修（島根大）

EL10-1 爪甲色素線条から巨大腫瘤まで―メラノーマ原発巣の診断と治療
中村 泰大（埼玉医大国際医療センター）

EL10-2 センチネルリンパ節転移例への対応―生検はこれからも必要か？―
竹之内 辰也（新潟県立がんセンター新潟病院）
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10:35～11:35 教育講演12【蕁麻疹最新情報】
座長：佐伯 秀久（日本医大）

波多野 豊（大分大）

EL12-1 アナフィラキシーガイドライン2022：要点と活用法
猪又 直子（昭和大）

EL12-2 慢性特発性蕁麻疹の病態における凝固・補体系の役割
柳瀬 雄輝（広島大治療薬効学）

11:45～12:45 ランチョンセミナー12
【アトピー性皮膚炎における効果的な外用療法のために】

座長：多田 弥生（帝京大）
乃村 俊史（筑波大）

LS12-1 今一度考える外用治療の重要性～モイゼルト軟膏を使用した維持治療～
武岡 伸太郎（武岡皮膚科クリニック 香川県丸亀市）

LS12-2 寛解導入と寛解維持を意識した外用薬の使い分け
常深 祐一郎（埼玉医大）

共催：大塚製薬株式会社

13:00～14:00 日本皮膚科学会専門医指導医講習会
座長：石河 晃（東邦大）

今福 信一（福岡大）

指導医1 専門医制度5年間の概略、総括と最新情報
石河 晃（東邦大）

指導医2 専門医の受験・更新資格の変更点
今福 信一（福岡大）

第5会場 4F 花A（ハイブリッド開催）

8:15～9:15 モーニングセミナー4【GPP治療の現状、IL-36の意義】
座長：山口 由衣（横浜市立大）

藤本 徳毅（滋賀医大）

MS4-1 膿疱性乾癬の病態と IL-36の作用
小宮根 真弓（自治医大）

MS4-2 膿疱性乾癬治療における早期介入の重要性とスペビゴの使用経験
多田 弥生（帝京大）

共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社
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9:25～11:25 シンポジウム7【足趾のケア：困った時の極意】
座長：高山 かおる（済生会川口総合病院）

齋藤 昌孝（慶應義塾大）

SY7-1 症例に学ぶ、炎症性爪疾患診療の極意
川島 裕平（東京都済生会中央病院）

SY7-2 治りにくい巻き爪・陥入爪の要因とその対応
今井 亜希子（ひかり在宅クリニック 神奈川県横浜市）

SY7-3 難治性胼胝のメカニズム
伊藤 裕子（池袋西口ふくろう皮膚科クリニック 東京都豊島区/一般社団法人足育

研究会）

SY7-4 足のトラブルを起こさない正しい靴の選び方
林 美樹（シューズアテンド）

11:45～12:45 ランチョンセミナー13
【Committing in a better outcome for patients】

座長：吉田 雄一（鳥取大）
藤本 学（大阪大）

LS13-1 IL17径路と乾癬、創傷記憶、皮膚老化
夏賀 健（北海道大）

LS13-2 乾癬と IL-17ファミリー
渡辺 玲（大阪大）

共催：ユーシービージャパン株式会社

14:10～15:10 The 24th Maruho Research Award Presentations by award winners
and award ceremony

Chairs：Masayuki Amagai（Keio Univ.）
Shinichi Sato（Univ. of Tokyo）
Manabu Fujimoto（Osaka Univ.）

MRA-1 Humanβ-defensin-3 improves atopic dermatitis-like inflammation through
autophagy regulation and aryl hydrocarbon receptor signaling
Ge Peng1,2、Masaaki Komatsu3、Ko Okumura1、Hideoki Ogawa1、Shigaku Ikeda1,2、
François Niyonsaba1,4

（1Atopy（Allergy）Research Center, Juntendo University Graduate School of
Medicine, Tokyo, Japan.、
2Department of Dermatology and Allergology, Juntendo University Graduate School of
Medicine, Tokyo, Japan.、
3Department of Physiology, Juntendo University Graduate School of Medicine, Tokyo,
Japan.、4Faculty of International Liberal Arts, Juntendo University, Tokyo, Japan.）
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MRA-2 Circadian rhythm affects the magnitude of contact hypersensitivity
response in mice
Toshiya Miyake、Gyohei Egawa、Zachary Chow、Ryota Asahina、
Masayuki Otsuka、Saeko Nakajima、Takashi Nomura、Rintaro Shibuya、
Yoshihiro Ishida、Satoshi Nakamizo、Teruasa Murata、Akihiko Kitoh、
Kenji Kabashima
（Department of Dermatology, Kyoto University Graduate School of Medicine）

MRA-3 Serum soluble OX40 as a diagnostic and prognostic biomarker for DIHS/
DRESS
Yasuhiro Mitsui1、Satoru Shinkuma1、Yuki Nakamura-Nishimura1、Rie Ommori1、
Kohei Ogawa1、Fumi Miyagawa1、Yasuko Mori2、Mikiko Tohyama3、Hideo Asada1

（1Department of Dermatology, Nara Medical University School of Medicine、
2Division of Clinical Virology, Center for Infectious Diseases, Kobe University Graduate
School of Medicine、
3Department of Dermatology, National Hospital Organization Shikoku Cancer Center）

MRA-4 Stratum corneum ceramide profiles provide reliable indicators of remission
and potential flares in atopic dermatitis
Takashi Sakai1、Yuriko Sho1、Takaoki Sato1、Moe Sonezaki1、Hidetoshi Taima2、
Hiroyuki Taguchi2、Kazuhiro Kaizu2、Takahiro Nishizaka2、Yutaka Takagi2,3、
Yutaka Hatano1

（1Department of Dermatology, Oita University Faculty of Medicine, Oita, Japan.、
2Research and Development, Kao Corporation, Tokyo, Japan.、
3Faculty of Pharmaceutical Sciences, Josai University, Saitama, Japan.）

Co-sponsored by The Japanese Society for Investigative Dermatology/Maruho Co., Ltd.

第6会場 4F 錦（現地開催）

8:15～9:15 モーニングセミナー5
【紫外線治療器の選択肢～UVB-LED光線治療器とエキシマライト】

座長：馬渕 智生（東海大）
本田 哲也（浜松医大）

MS5-1 エキシマライトおよびUVB-LEDの光源特性と治療効果について
山本 礼、森田 明理
（名古屋市立大）

MS5-2 光線療法を行う際に大切にしていること
日野 亮介（日野皮フ科医院 福岡県福津市）

共催：ウシオ電機株式会社
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9:25～10:25 Sun Pharma RISING SUN AWARD 2023
Chairs：Manabu Fujimoto（Osaka Univ.）

Manabu Ohyama（Kyorin Univ.）
Hiroyuki Murota（Nagasaki Univ.）

SRA-1 To discover and identify novel genetic pathomechanisms of ichthyoses and
keratinization disorders
Takuya Takeichi（Department of Dermatology, Nagoya University Graduate School of

Medicine）

SRA-2 Towards the improvement of clinical diagnostic accuracy for cutaneous
melanoma
Akane Minagawa（Department of Dermatology, Shinshu University School of Medicine）

SRA-3 Basic and clinical research for the treatment of intractable skin diseases
from Gunma University
Sei-ichiro Motegi（Department of Dermatology, Gunma University, Graduate School of

Medicine）

Co-sponsored by The Japanese Society for Investigative Dermatology/
Medical Affairs, Sun Pharma Japan Limited

10:35～11:05 JSID Award Lecture
Chair：Manabu Fujimoto（Osaka Univ.）

JAL Skin resident memory T cells：who are you?
Rei Watanabe（Department of Medicine for Cutaneous Immunological Diseases, Faculty

of Medicine, Osaka University）

11:05～11:15 Award Ceremony
Presenter：Manabu Fujimoto（Osaka Univ.）

Young JSID Award
Ryota Hayashi（Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences）
Ryota Tanaka（Massachusetts General Hospital/Harvard Medical School）
Mika Watanabe（Hokkaido University Hospital）

Diploma of Dermatological Scientist
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第7会場 4F 扇（現地開催）

9:25～10:30 一般演題13【湿疹・皮膚炎・アトピー性皮膚炎】
座長：中田 土起丈（昭和大）

勝田 倫江（東京慈恵会医大）

85 アトピー性皮膚炎に対する外用薬の使用実態調査
五十嵐 敦之1、佐伯 秀久2、安部 正敏3、椛島 健治4

1いがらし皮膚科東五反田 東京都品川区、2日本医大、
3札幌皮膚科クリニック 北海道札幌市、4京都大

86 レブリキズマブ（LEB）の有効性と安全性：中等症～重症の日本人アトピー性皮膚炎
（AD）患者対象TCS併用第3相試験（ADhere-J）
加藤 則人1、田中 暁生2、高橋 英俊3、清水 良輔4、片岡 葉子5、板倉 仁枝6、
森崎 洋二6、花田 孝雄6、井川 健7

1京都府立医大、2広島大、3高木皮膚科診療所 北海道帯広市、
4皮ふ科しみずクリニック 兵庫県神戸市、5はびきの医療センター、
6日本イーライリリー、7獨協医大

87 アトピー性皮膚炎患者におけるバリシチニブ有効性持続期間の減量/中止後の再燃リス
クへの影響（BREEZE-AD3 substudy）
板倉 仁枝1、Jonathan Silverberg2、Robert Bissonnette3、椛島 健治4、
Audrey Nosbaum5、Susan Ball1、Tracy Cardillo1、Luna Sun1、Yun-Fei Chen1、
Thomas Bieber6
1Eli Lilly、2George Washington Univ、3Innovaderm Research、4京都大、
5Univ Hosp Lyon Sud、6Univ Bonn

88 アレルギー疾患併存のアトピー性皮膚炎患者に対するバリシチニブの有効性―3相単
剤投与2試験併合解析
板倉 仁枝1、Andreas Wollenberg2、Mark Boguniewicz3、Jeffrey B Travers4、
Jacob Thyssen5、Orin Goldblum1、Susan Ball1、Luna Sun1、Sherry Chen6、
Jonathan Silverberg7
1Eli Lilly、2Ludwig Maximillian Univ、3National Jewish Health、4Wright State Univ、
5Univ Copenhagen、6Syneos、7Northwestern Univ

89 レブリキズマブ（LEB）の有効性及び安全性：中等症～重症のアトピー性皮膚炎患者対
象単剤投与試験（ADvocate1/2）
板倉 仁枝1、J. Silverberg2、D. Thaci3、J. Seneschal4,5、L. Gold6、A. Blauvelt7、
E. Simpson8、C. Chu9、Z. Liu1、R. Lima1、S. Pillai1、E. Guttman10
1Eli Lilly、2George Washington Uni、3Uni of Lubeck、4Uni of Bordeaux、
5Hosp Saint-Andre、6Henry Ford Health、7Oregon Med Research Center、8OHSU、
9国立台湾大、10Icahn Sch of Med at Mt. Sinai
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90 乳児脂漏性皮膚炎の発症における角層内因子と母乳中因子との関連―前向き出生コ
ホート研究―
福田 理紗1、朴 慶純2、木内 めぐみ3、平田 尚子3、田中 諒1、持丸 奈央子1、
三井 真里4、大矢 幸弘5、吉田 和恵1,5

1国立成育医療研究センター、2国立成育医療研究センター臨床研究センター、
3ピジョン株式会社、
4国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター不育診療科、
5国立成育医療研究センターアレルギーセンター

91 ジェルネイルによるアレルギー性接触皮膚炎の2例
岩渕 千雅子1、島田 京香1、日野 治子1、今井 杏里1、松永 佳世子2、牧野 寒河江3

1日産玉川病院、2藤田医大アレルギー疾患対策医療学、3牧野皮膚科医院

92 潰瘍性大腸炎を伴ったアトピー性皮膚炎
光吉 彩、池田 宏器、西 純平、杉田 和成
佐賀大

10:30～11:30 一般演題14【上皮系腫瘍、皮膚付属器腫瘍その1】
座長：加藤 雪彦（東京医大八王子医療センター）

帆足 俊彦（日本医大）

93 外陰部のmilium-like syringomaの 1例
森本 亜里1、野村 彩乃1、綿貫 沙織1、平井 郁子1、足立 剛也1、福田 桂太郎1、
川崎 洋1、高橋 勇人1、天谷 雅行1、大喜多 肇2、大内 健嗣1

1慶應義塾大、2慶應義塾大病理診断部

94 鼻部に生じたKeratoacanthoma en plaque の 1例
辻野 真広、後藤 寛之、平田 央、鶴田 大輔
大阪公立大

95 数種類の化学療法に対して治療抵抗性であった cutaneous carcinosarcomaの 1例
勝村 えり、武藤 一考、宮里 太郎、高木 真梨枝、白濱 稔大、古賀 浩嗣、
名嘉眞 武國
久留米大

96 鼻根部右側のモルフェア型基底細胞癌（Basal Cell Carcinoma：BCC）の1例
鈴木 怜、佐々木 陽介、上村 杏奈、東郷 朋佳、鈴木 唯、宮野 恭平、中村 晃一郎、
常深 祐一郎
埼玉医大

97 ペムブロリズマブが著効した放射線誘発有棘細胞癌の1例
高橋 愛美、藤村 卓、天貝 諒、大内 謙太郎、神林 由美、橋本 彰、浅野 善英
東北大

98 皮膚生検で有棘細胞癌を疑った infundibulocystic basal cell carcinomaの 1例
藤野 久実佳1、福井 伶奈1、山田 いづみ2、梅本 尚可1、前川 武雄1

1自治医大付属さいたま医療センター、2さいたま市立病院
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99 多発性丘疹状毛包上皮腫に基底細胞癌が混在してみられた1例
山本 美友貴、入江 絹子、山本 俊幸
福島県立医大

11:45～12:45 ランチョンセミナー14【ざ瘡治療を再考する】
座長：黒川 一郎（明和病院）

浅田 秀夫（奈良県立医大）

LS14-1 アクネ菌の薬剤耐性～耐性菌の出現を防ぐための基礎知識～
中南 秀将（東京薬科大医療薬学科）

LS14-2 『ざ瘡治療あるある』解決のコツ～ベピオローションで広がる可能性～
大仁田 亜紀（前田医院 長崎県島原市）

共催：マルホ株式会社

13:00～14:00 一般演題17【上皮系腫瘍、皮膚付属器腫瘍その2（汗腺系・パジェット）】
座長：天羽 康之（北里大）

岩澤 うつぎ（東京都立広尾病院）

114 外陰部乳房外Paget 病に生じた肺腫瘍血栓性微小血管症（PTTM）の1例
望月 亮佐1、宮崎 梨香子1、南 裕介1、中谷 祥子1、高井 利浩1、佐久間 淑子2

1兵庫県立がんセンター、2兵庫県立がんセンター病理診断科

115 clear cell hidradenomaからの続発が示唆された clear cell hidradenocarcinoma
の 1例
宮澤 愛梨、中川 智絵、野崎 尋意、菅原 基史、松尾 梨沙、岸部 麻里、山本 明美
旭川医大

116 乳房外パジェット病におけるPET-CT の有用性の検討
田中 有沙、前田 拓哉、得地 景子、宮本 航大、柳 輝希、氏家 英之
北海道大

117 Sweat-gland carcinoma with neuroendocrine differentiation（SCAND）と診断
された3例
豊島 梨乃1、松崎 友里江1、吉村 有彩1、上原 治朗1、北野 滋久2、後藤 啓介3、
河内 洋3、吉野 公二1

1がん研究会有明病院皮膚腫瘍科、2同先端医療開発科、3同病理部

118 多中心性に分布した下腹部乳房外パジェット病の1例
勝海 洸司1,2、北山 祥平1,3、高塚 純子1、竹之内 辰也1

1新潟県立がんセンター、2新潟大、3富山大

119 再発、切除不能アポクリン腺癌・汗腺癌16例に対する臨床経過のまとめ
上原 治朗1、吉村 有彩1、松崎 友里江1、豊島 梨乃1、北野 滋久2、後藤 啓介3、
河内 洋3、吉野 公二1

1がん研究会有明病院、2がん研究会有明病院先端医療開発科、
3がん研究会有明病院病理部
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120 悪性らせん腺腫の1例
石川 真郷、菊池 信之、山本 俊幸
福島県立医大

14:00～15:00 一般演題18【紅斑、紫斑、血管炎、血流障害】
座長：片桐 一元（獨協医大埼玉医療センター）

蒲原 毅（横浜市立市民病院）

121 当院における下肢閉塞性動脈疾患（Lower extremity artery disease）への治療取り組み
小泉 滋、木下 真太郎、朱 樹李、奥山 智香子、中村 聡子、稲福 和宏
君津中央病院

122 脾腫瘍破裂を伴った結節性多発動脈炎
乗松 雄大1、策 愛子2、川島 広稔2、廣瀬 晃一2、林 雄一郎3、志賀 隆4、皆川 卓也5、
板野 理5、菅谷 誠1

1国際医療福祉大、2国際医療福祉大アレルギー・膠原病内科、
3国際医療福祉大病理診断科、4国際医療福祉大救急科、5国際医療福祉大消化器外科

123 デュピルマブが丘疹紅皮症（太藤）に著効した2例
南 百合菜、柴田 知之、石黒 暁寛、内田 理美、大嶋 雄一郎、渡辺 大輔
愛知医大

124 妊娠を契機に再燃した潰瘍性大腸炎が原因で生じたと考えられた結節性紅斑の1例
大谷 愛美1、柴田 知之1、足立 和規2、渡辺 大輔1

1愛知医大、2愛知医大消化管内科

125 プロテインCおよびプロテインSの活性低下が認められたリベド血管症の1例
濱村 優佳里、新村 智己、松本 桂、蒲原 毅
横浜市立市民病院

126 結節性紅斑様皮疹を契機に診断に至った多発性骨髄腫の1例
鷲尾 健1、岡 優実1、上田 沙紀1、新里 偉咲2

1神戸市立西神戸医療センター、2神戸市立西神戸医療センター免疫血液内科

127 肺の炎症性変化が誘因と考えられた IgA血管炎の1例
賀嶋 希1、大西 美弥1、関山 紘子1、唐川 大1、佐久間 翔2、岩崎 吉伸2、高橋 一夫1

1公立昭和病院、2公立昭和病院呼吸器内科
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第8会場 3F グレース（現地開催）

9:25～10:05 一般演題15【感染症その3（真菌症）】
座長：佐藤 友隆（帝京大ちば総合医療センター）

丸山 隆児（まるやま皮膚科クリニック）

100 白癬疹を伴った Trichophyton tonsurans によるケルスス禿瘡の1例
石合 誠1、太田 美貴1、手塚 純子1、野々山 翔子1、田邉 洋1、阿部 教行2、
安澤 数史3、福本 隆也4

1天理よろづ相談所病院、2天理よろづ相談所病院臨床検査部、3金沢医大、
4福本皮フ病理診断科

101 黒癬の1例
徳田 一三1、中川 浩一2、松尾 彩子1、東田 理恵3、加藤 麻衣子1、小森 崇矢1、
中嶋 千紗1、大塚 篤司1

1近畿大、2大阪公立大、3富田林病院

102 超高齢者女性の下腿に生じたクロモブラストミコーシスの1例
山口 文太郎1、境井 尚大1、桜井 隆喜1、須永 知里1、保坂 浩臣1、根本 哲生2、
大田 美智3、北見 由季4、渡邉 哲5、渡辺 秀晃1

1昭和大横浜市北部病院、2昭和大横浜市北部病院臨床病理診断科、3昭和大、
4牧田総合病院、5千葉大真菌医学研究センター臨床感染症分野

103 国外からのOTC市販薬を外用していた Trichophyton indotineae による顔面白癬の
1例
深田 義仁、中園 学、大谷地 慶太、武田 明己、佐藤 友隆
帝京大ちば総合医療センター

104 エフィナコナゾール爪外用液で治療した Talaromyces muroii による爪真菌症
樋口 紗羅1、野口 博光2,3、松本 忠彦2,3、矢口 貴志4、三村 佳弘2、久保 正英2、
柏田 香代5、比留間 政太郎3、加納 塁6、福島 聡5、佐藤 貴浩1

1防衛医大、2のぐち皮ふ科 熊本県上益城郡、3お茶の水真菌アレルギー研究所、
4千葉大真菌医学研究センター、5熊本大皮膚病態治療再建学、
6帝京大医真菌研究センター

10:05～11:20 一般演題16【膠原病】
座長：金岡 美和（横浜市立大市民総合医療センター）

山下 尚志（東京大）

105 足底網状皮斑から診断に至った全身性エリテマトーデスの小児例～自己免疫性溶血性
貧血を合併した1例～
本多 皓1、星 美智子1、仲西 雄大2、山本 俊幸3

1星総合病院、2星総合病院総合内科、3福島県立医大

106 脳炎を発症した再発性多発軟骨炎の1例
中野 小百合1、川瀬 正昭1、大津 宏樹2、大本 周作2

1東京慈恵会医大葛飾医療センター、2東京慈恵会医大葛飾医療センター脳神経内科
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107 抗 Sjogren’s syndrome/scleroderma autoantigen 1（SSSCA1）抗体陽性の全身
性強皮症の1例
頼母木 まゆ美、乙竹 泰、荒川 遥、高村 直子、渡邊 友也、山口 由衣
横浜市立大

108 両肩に多発性の板状硬紅斑局面を呈したSclerodermic lupus erythematosus
panniculitis の 1例
内川 理紗1、田村 佳奈2、高宮城 冴子2、新谷 悠花1、新川 宏樹1、稲積 豊子1、
谷川 瑛子3

1立川病院、2慶應義塾大、3左門町皮膚科 東京都新宿区

109 全身の皮疹から診断された進行食道癌に伴う抗TIF1-γ抗体陽性皮膚筋炎の1例
田 菜那1、明石 愛子1、石川 悠梨子1、上田 沙紀1、山本 健太2、赤堀 元樹3、

鄭 裕元4、鷲尾 健1

1神戸市立西神戸医療センター、2神戸市立西神戸医療センター消化器内科、
3神戸市立西神戸医療センター脳神経内科、4ていクリニック 兵庫県明石市

110 抗NXP2抗体陽性皮膚筋炎/多発性筋炎では治療反応性に抗NXP2抗体価が低下する
小西 里沙1,2、市村 裕輝1、乃村 俊史2、沖山 奈緒子1

1東京医科歯科大、2筑波大

111 アダリムマブが有効であった下腿の壊疽性膿皮症の1例
島村 明里、河合 良奈、長坂 恭子、山下 大樹、片桐 一元
獨協医大埼玉医療センター

112 右 1趾に限局する皮膚潰瘍を認めた壊疽性膿皮症の1例
寺田 七子、鈴木 琢
横浜総合病院

113 手術創の悪化がみられなかった壊疽性膿皮症（pyoderma gangrenosum：PG）の1例
深江 紗央里、東郷 朋佳、小林 梓、中村 晃一郎、常深 祐一郎
埼玉医大

11:45～12:45 ランチョンセミナー15
【皮膚科光線療法の新たな挑戦～在宅光線療法の可能性を考える～】

座長：森田 明理（名古屋市立大）

LS15-1 光線療法を日常診療に取り入れてみませんか
三上 万理子（横浜西口菅原皮膚科 神奈川県横浜市）

LS15-2 ターゲット型ナローバンドUVB治療器による在宅光線療法
井汲 今日子（名古屋市立大）

共催：澁谷工業株式会社/株式会社インフォワード
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13:00～13:50 一般演題19【皮膚形成異常、肉芽腫症、母斑、母斑症】
座長：種瀬 啓士（東邦大）

外川 八英（千葉大）

128 肥厚性皮膚骨膜症の2例
利谷 理沙子、辻 学、冬野 洋子、木村 七絵、伊東 孝通、中原 真希子、中原 剛士
九州大

129 鼻の全欠損に至った慢性感染巣に対し、常在菌を含む感染制御が有効であった慢性肉芽
腫症の1例
雁金 詩子1、伊東 可寛1、小林 研太1、雪野 祐莉子1、辻 綱氣1、橋本 可奈子1、
新川 紗由香1、平井 郁子1、舩越 建1、久保 亮治1,2、中村 善雄1

1慶應義塾大、2神戸大

130 Superficial granulomatous pyodermaに生じたサルコイド反応の1例
草野 美沙希、入江 絹子、山本 俊幸
福島県立医大

131 上口唇に発生した単発性成人型黄色肉芽腫の1例
飯田 玲美、矢野 優美子、三井 浩
東京逓信病院

132 当科で経験したびまん浸潤型サルコイドーシス6例の検討
向山 竜人、山本 俊幸
福島県立医大

133 白人男性に生じた deep penetrating nevus の 1例
脇 絵麻1,2、田口 理史1、福本 隆也3、後藤 啓介4、久木田 洋児5

1田口皮膚科医院 埼玉県新座市、2山王病院、3福本皮フ病理診断科、
4大阪府立病院機構大阪国際がんセンター病理・細胞診断科、
5大阪府立病院機構大阪国際がんセンター研究所ゲノム診断ユニット

13:50～15:00 一般演題20【基礎研究、その他】
座長：猪爪 隆史（千葉大）

吉崎 歩（東京大）

134 演題取り下げ

135 ヒトの環境適応能力とヒト皮膚の関連性-環境温度変化による皮膚生理的指標の測定
野口 智弘、石川 崇、櫻井 美帆、末次 一博
株式会社MTG

136 老人性そう痒症に有効な薬剤とその作用機序の解明
小島 豪1,2、古宮 栄利子1、本田 耕太郎1、鎌田 弥生1、金子 高英1,2、須賀 康1,2、
冨永 光俊1、高森 建二1,2

1環境医学研究所・順天堂かゆみ研究センター、2順天堂大附属浦安病院
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137 ヒト表皮角化細胞に対するカンナビジオールの抗酸化、抗老化作用に関する検討
川邉 瑠璃子1、山下 尚志1、尾松 淳1、深澤 毅倫1,2、吉崎 麻子1、小谷 紘史1、
大筋 由里桂1、森 瞳子1、引地 功一2,3、三塚 正喜2,3、太刀川 晃生2,3、宮路 天平2,3、
佐藤 伸一1、吉崎 歩1,2

1東京大、2東京大臨床カンナビノイド学、3一般社団法人日本化粧品協会

138 デノスマブ関連顎骨壊死による外歯瘻の1例
田中 美穂1、秋野 幸1、大橋 洋之1、岡野 達郎1、竹内 そら1、宮垣 朝光1、
門野 岳史1、石井 宏明2

1聖マリアンナ医大病院、2川崎市立多摩病院歯科口腔外科

139 摘出術後に縫合創をエコーで観察し皮下血腫の存在と経時変化を確認した表皮嚢腫の
2例
倉繁 祐太
倉繁皮ふ科医院 群馬県前橋市

140 肝動脈化学塞栓術後の膵液瘻に伴って生じた皮下結節性脂肪壊死症の1例
西村 望、吉田 亜希、岸 晶子、林 伸和
虎の門病院

141 カテーテル治療後に生じた皮膚親水性ポリマー塞栓症の1例
植竹 優香、河合 良奈、須山 孝雪、片桐 一元
獨協医大埼玉医療センター

HS会場1 42F 高尾（現地開催）

9:25～11:25 ハンズオンセミナー3
【ダーモスコピーを楽しく学んで診断力をUPしよう！】

オーガナイザー：田中 勝（東京女子医大足立医療センター）
外川 八英（千葉大）
佐藤 俊次（さとう皮膚科）

協力：カシオ計算機株式会社
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13:00～15:00 ハンズオンセミナー4
【皮膚テスト（パッチテスト・プリックテスト）のスキルを磨いて日常生活に
役立てる】

オーガナイザー：矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院総合アレルギー科）
高山 かおる（済生会川口総合病院）

HS4
タスクフォース：高山 かおる（済生会川口総合病院）

鷲崎 久美子（大森町皮ふ科 東京都大田区）
伊藤 明子（ながたクリニック皮膚科 新潟県新潟市）
矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院総合アレルギー科）
伊藤 崇（東邦大）
大川 智子（横須賀市立うわまち病院）

修了証書授与：矢上 晶子（日本接触皮膚炎研究班（日本皮膚免疫アレルギー学会））
総括：伊藤 明子（日本接触皮膚炎研究班（日本皮膚免疫アレルギー学会））

共催：佐藤製薬株式会社、鳥居薬品株式会社、株式会社スマートプラクティスジャパン




